
第57回年次学術講演会会場および座長（予定者）一覧表 2002.08.07現在

部門会場 教室 16:30～18:30
研究討論会

Ｉ-001～008 斉木 功 Ｉ-009～017 三上 敬司 Ｉ-018～026 狩野 正人 Ｉ-027～034 小野　潔 研-01　　　　　Ｂ32 Ｉ-035～042 田中 聡 Ｉ-043～051 古田 均 Ｉ-052～059 小山 茂 Ｉ-060～065 松島 亘志 Ｉ-066～072 亀田 敏弘 Ｉ-073～079 韮澤 憲吉

Ｉ-080～086 池田 憲二 Ｉ-087～092 今野 久志 Ｉ-093～100 香月　智 Ｉ-101～108 桝谷 浩 Ｉ-109～115 山田 健太郎 Ｉ-116～122 廣瀬 壮一 Ｉ-123～130 秋山 寿行 Ｉ-131～138 小芝 明弘 Ｉ-139～146 山口 隆司 Ｉ-147～151 星隈 順一

Ｉ-152～160 川畑 篤敬 Ｉ-161～168 園田　佳巨 Ｉ-169～176 中村 聖三 Ｉ-177～184 津村 直宜 Ｉ-185～192 井上　純哉 Ｉ-193～201 三上 隆 Ｉ-202～210 室野 剛隆 Ｉ-211～219 岩上 憲一 Ｉ-220～228 酒井 久和 Ｉ-229～234 前野 裕文
研-02 　　　　　Ｂ11

Ｉ-235～243 山口 宏樹 Ｉ-244～252 上半 文昭 Ｉ-253～259 林川 俊郎 Ｉ-260～267 平沢 秀之 Ｉ-268～275 阿部　雅人 Ｉ-276～283 松本 高志 Ｉ-284～291 大島 俊之 Ｉ-292～300 池本 敏和 Ｉ-301～307 中村 秀明 Ｉ-308～314 平野 廣和

Ｉ-315～321 平城 弘一 Ｉ-322～328 三上 浩 Ｉ-329～335 村田 清満 Ｉ-336～342 水口 和之 Ｉ-343～350 中島　章典 Ｉ-351～358 藤井　堅 Ｉ-359～366 三ッ木 幸子 Ｉ-367～373 大谷　恭弘 Ｉ-374～380 鬼頭　宏明 Ｉ-381～386 橘 吉宏
メインテナンス工学連合小委員会

Ｉ-387～394 足立 幸郎 Ｉ-395～402 梶田 幸秀 Ｉ-403～409 伊津野　和行 Ｉ-410～418 青木 徹彦 研-03 　　　　 Ｂ12 Ｉ-419～427 庄司 学 Ｉ-428～435 家村 浩和 Ｉ-436～442 高橋　良和 Ｉ-443～451 大塚 久哲 Ｉ-452～460 運上 茂樹 Ｉ-461～468 矢部 正明

Ｉ-469～476 野田 稔 Ｉ-477～482 麓 興一郎 Ｉ-483～490 岩本 政巳 Ｉ-491～498 秦 健作 Ｉ-499～506 畑中 章秀 Ｉ-507～514 八木 知己 Ｉ-515～522 村上 琢哉 Ｉ-523～530 木村　吉郎 Ｉ-531～537 勝地 弘 Ｉ-538～544 北川 徹哉

Ｉ-545～553 本田 秀行 Ｉ-554～561 山崎 智之 Ｉ-562～568 川谷 充郎 Ｉ-569～576 蟹江 俊仁 土木教育委員会 Ｉ-577～585 小幡　卓司 Ｉ-586～593 松井 義孝 Ｉ-594～601 米田 昌弘 Ｉ-602～609 藤澤　伸光 Ｉ-610～617 佐々木 康彦
研-04 　　　　  Ｂ21

Ｉ-618～625 井澤 衞 Ｉ-626～633 大西 弘志 Ｉ-634～640 楠原 栄樹 Ｉ-641～647 野上 邦栄 Ｉ-648～655 髙尾 道明 Ｉ-656～663 髙田 和彦 Ｉ-664～670 杉浦　邦征 Ｉ-671～678 奥井 義昭 Ｉ-679～685 坂本 純男

Ｉ-686～694 渡辺 和明 Ｉ-695～703 村井 和彦 Ｉ-704～711 西山 誠治 Ｉ-712～720 池田 隆明 Ｉ-721～728 池内　智行 Ｉ-729～736 五十嵐　晃 Ｉ-737～743 中島 正人 Ｉ-744～750 一井 康二 Ｉ-751～756 能島　暢呂 Ｉ-757～764 目黒 公郎
コンクリート委員会

Ｉ-765～772 有賀 義明 Ｉ-773～780 北原 武嗣 Ｉ-781～788 齊藤 正人 Ｉ-789～795 松田 隆 研-05 　　　　   Ｅ208 Ｉ-796～803 渡辺 力 Ｉ-804～811 安松 敏雄 Ｉ-812～819 山下　典彦 Ｉ-820～827 鈴木 猛康 Ｉ-828～835 小国 健二

Ｉ-836～843 鶴来 雅人 Ｉ-844～851 安中 正 Ｉ-852～858 片岡 俊一 Ｉ-859～865 澤田　純男 Ｉ-866～873 末冨 岩雄 Ｉ-874～879 清野　純史 Ｉ-880～888 野津 厚 Ｉ-889～894 東平　光生 Ｉ-895～903 紺野 克昭

II-001～009 濱中 建一郎 II-010～017 小島 治幸 II-018～026 渡部 靖憲 岩盤力学委員会 II-027～035 五明 美智男 II-036～043 重松 孝昌 II-044～050 藤田 良一 II-051～058 木村 克俊 II-059～066 山本 泰司
研-06 　　　   Ｂ31

II-067～075 渡辺 政広 II-076～083 渡邊　明英 II-084～092 安田 陽一 II-093～101 渡邊　明英 II-102～109 宮本 仁志 II-110～116 横山 勝英 II-117～125 西田　修三 II-126～133 戸田 祐嗣 II-134～141 道奥 康治 II-142～149 安達 貴浩

II-150～158 藤田　一郎 II-159～167 末次 忠司 II-168～176 宮本 邦明 II-177～185 高濱 淳一郎 II-186～194 清水 義彦 II-195～203 清水 康行 II-204～211 渡邊 康玄 II-212～219 里深　好文 II-220～226 竹林 洋史 II-227～234 森　明巨
建設技術研究委員会

II-235～243 宇治橋 康行 II-244～252 大石 哲 II-255～260 浅沼 順 研-07 　　　　   Ｅ214 II-261～269 江種 伸之 II-270～278 嵯峨 浩 II-279～287 戸田 圭一 II-288～294 許士 達広

III-001～008 小林 仁 III-009～015 野津 光夫 III-016～023 神田 政幸 III-024～030 藤平 雅巳 III-031～037 東 健一 III-038～044 勝又 正治 III-045～051 池田 昭彦 III-052～059 岡本 正広 III-060～066 小峯 秀雄 III-067～075 田村 昌仁

III-076～082 林 宏親 III-083～089 三原 正哉 III-090～096 渡邉　勉 III-097～103 福田 光治 第57回年次学術講演会実行 III-104～112 大島　昭彦 III-113～121 神田 政幸 III-122～130 市川　竜也 III-131～137 平野 孝行 III-138～145 小林 範之 III-146～151 川端 伸一郎
研-08   　　　　  Ｅ308

III-152～159 小濱　英司 III-160～167 建山　和由 III-168～174 吉野 修 III-175～182 小宮　一仁 III-183～189 近藤 和正 III-190～196 綿引 秀夫 III-197～204 石塚 与志雄 III-205～211 進士 正人 III-212～218 山崎 剛

III-219～226 吉田　秀典 III-227～234 清水 則一 III-235～241 木谷 日出男 III-242～249 芥川　真一 III-250～257 西村　和夫 III-258～264 鈴木 健一郎 III-265～272 松長 剛 III-273～280 安田 亨 III-281～288 渡辺 邦夫
第57回年次学術講演会実行

III-289～297 末政 直晃 III-298～305 村上 哲 III-306～313 中田 幸男 III-314～322 小野 丘 研-09  　　　　　Ｅ301 III-323～331 福田 文彦 III-332～339 安福 規之 III-340～347 佐藤 厚子 III-348～355 梅崎 健夫 III-356～363 森脇　武夫 III-364～372 西江 俊作

III-373～379 張 鋒 III-380～386 山本 彰 III-387～394 廣岡 明彦 III-395～402 杉山 友康 III-403～410 鈴木 誠 III-411～418 大塚　悟 III-419～425 荻迫 栄治 III-426～433 吉田 輝 III-434～441 緒方 健治

III-442～449 里 優 III-450～456 西川 純一 III-457～464 青木 智幸 III-465～472 山辺　正 建設マネジメント委員会 III-473～479 村上 章 III-480～485 西村 強 III-486～492 吉田 順 III-493～499 小高 猛司 III-500～506 水野 健太 III-507～512 土倉 泰
研-10 　　　　　   Ａ13

III-513～520 田中 弘 III-521～528 岡村 未対 III-529～537 規矩 大義 III-538～545 川村 志麻 III-546～554 峯田　一彦 III-555～562 斉藤 和夫 III-563～571 渦岡 良介 III-572～578 佐藤 正義 III-579～585 沼田 淳紀

III-586～591 片桐 雅明 III-592～598 萩原 敏行 III-599～607 冨澤 幸一 III-608～613 小林 俊一 III-614～619 平山 英喜 III-620～627 桂 豊 III-628～635 金谷 守 III-636～643 松本 樹典 III-644～651 橋本 至 III-652～659 日下部 祐基
土木博物館（仮称）具体化検討委員

III-660～667 西村　友良 III-668～675 丹野 忠幸 III-676～683 原田 健二 III-684～690 田中 信幸 研-11  　　　　　  Ａ21 III-691～698 稲 直美 III-699～705 吉村 優治 III-706～712 山口 嘉一 III-713～719 小堀内 弘明 III-720～726 山本 拓治 III-727～733 緒方 健治

III-734～742 中川　加明一郎 III-743～750 進士 喜英 III-751～759 竹下　祐二 III-760～767 高坂 信章 III-768～775 奥野 哲夫 III-776～784 中島 誠 III-785～792 小野 諭 III-793～799 赤木　寛一 III-800～807 大嶺 聖 III-808～815 豊田 浩史

IV-001～008 山田 稔 IV-009～015 伊藤 雅 IV-016～023 紀伊 雅敦 IV-024～031 早崎 詩生 土木計画学研究委員会 IV-032～040 金子 雄一郎 IV-041～047 知野 泰明 IV-048～055 星野 裕司 IV-056～062 福井 恒明 IV-063～070 田中 尚人 IV-071～079 重山 陽一郎
研-12  　　　　　 Ｎ1

IV-080～087 齋藤　信吾 IV-088～095 前田 洋明 IV-096～103 石田 誠 IV-104～111 金尾 稔 IV-112～119 新宮 康弘 IV-120～126 塙 守幸 IV-127～134 宮崎 亮勲 IV-135～142 三浦 康夫 IV-143～149 須永 陽一 IV-150～157 今井 賢一

IV-158～164 佐々木 邦明 IV-165～173 平野　勝也 IV-174～182 伊藤 龍秀 IV-183～190 森本 章倫 IV-191～198 石黒 一彦 IV-199～207 山田　忠史 IV-208～215 清水 哲夫 IV-216～224 小川 圭一 IV-225～233 日比野 直彦 IV-234～240 寺部　慎太郎

IV-241～248 柿本 竜治 IV-249～257 武藤 慎一 IV-258～265 鈴木 聡士 IV-266～274 古屋 秀樹 研-13  　　　　　  Ｃ16 IV-275～282 熊谷 樹一郎 IV-283～290 小野 徹 IV-291～298 柴崎 隆一 IV-299～306 轟 朝幸 IV-307～313 佐々木 恵一 IV-314～321 横松 宗太

IV-322～329 萩田 賢司 IV-330～337 浜岡　秀勝 IV-338～345 浅野 基樹 IV-346～353 室町 泰徳 IV-354～360 和久井 博 IV-361～368 吉井 稔雄 IV-369～376 加藤　博和 IV-377～384 武藤 雅威 IV-385～392 大森 宣暁 IV-393～400 岡村　敏之

IV-401～406 福田 大輔 IV-407～413 松島 格也 IV-414～420 倉内 慎也 IV-421～428 小山　茂 景観・デザイン委員会 IV-429～435 加賀 有津子 IV-436～442 加藤 浩徳 IV-443～449 羽藤　英二 IV-450～457 中村　知久 IV-458～465 中村 圭二郎 IV-466～472 久島 義憲
研-14  　　　　　  Ｃ301

V-001～008 安倍 隆二 V-009～016 峰岸 順一 V-017～024 上浦 正樹 V-025～031 武山 泰 V-032～039 吉村 啓之 V-040～047 小林 昭則 V-048～055 川村 彰 V-056～063 武市 靖 V-064～071 佐野 正典 V-072～079 金井 利浩

V-080～086 鈴木　基行 V-087～093 岡野 素之 V-094～100 渡邉 忠朋 V-101～108 茂山　博一 V-109～116 本田 国保 V-117～123 池田 憲二 V-124～131 長谷川 俊昭 V-132～139 吉川 弘道 V-140～146 三島 徹也 V-147～154 丸山 久一
コンサルタント委員会

V-155～161 鎌田 敏郎 V-162～169 武田 三弘 V-170～177 内田 昌勝 V-178～185 渡辺 博志 研-15   　　　　　 Ａ31 V-186～192 尼﨑 省二 V-193～199 勝木 太 V-200～206 大津 政康 V-207～214 羽矢 洋

V-215～221 鶴田 浩章 V-222～229 河野 広隆 V-230～236 田中 敏嗣 V-237～243 福留 和人 V-244～251 徳重 英信 V-252～259 山田 優 V-260～267 山下 英俊 V-268～275 濵田 秀則 V-276～283 丸屋 剛

V-284～291 森川 昌司 V-292～299 大沼 博志 V-300～307 吉川 和行 V-308～316 佐藤 貢一 土木計画学研究委員会・国際委員会 V-317～324 前田 敏也 V-325～332 辻 正哲 V-333～340 白濵 昭二 V-341～348 井ケ瀬 良則 V-349～356 小林 朗 V-357～363 上原子 晶久
研-16  　　　　　  Ｓ1

V-364～370 岡本 享久 V-371～377 松岡 康訓 V-378～385 山本 泰彦 V-386～393 宇治 公隆 V-394～401 増山 幸衛 V-402～409 光谷 修平 V-410～417 石川 雄康 V-418～424 小川　洋二 V-425～432 黒井 登起雄

V-433～440 笠原 篤 V-441～448 八谷 好髙 V-449～456 姫野 賢治 V-457～463 遠藤 桂 V-464～471 庄谷 征美 V-472～479 宮澤　伸吾 V-480～487 田口 史雄 V-488～495 富澤 直樹 V-496～503 佐藤　靖彦 V-504～511 内田　裕市
ISO対応特別委員会

V-512～519 宮川 豊章 V-520～527 横関 康祐 V-528～535 佐伯 竜彦 V-536～543 河合 研至 研-17 　　　　　   Ｅ201 V-544～551 鮎田 耕一 V-552～559 上東 泰 V-560～567 守分 敦郎 V-568～575 武若 耕司 V-576～583 久田 真 V-584～591 杉山 律

V-592～599 三田村 浩 V-600～608 原 夏生 V-609～616 東田 典雅 V-617～624 濱田 譲 V-625～632 中村 光 V-633～640 齊藤 成彦 V-641～648 綾野 克紀 V-649～656 下村　匠 V-657～664 溝淵 利明 V-665～672 岸　利治

V-673～680 竹田 宣典 V-681～688 大野 俊夫 V-689～696 緑川 猛彦 V-697～703 大内 雅博 地盤工学委員会 V-704～711 橋本 親典 V-712～718 日比野 誠 V-719～725 浦野 真次 V-726～732 澤村 秀治 V-733～740 辻　幸和 V-741～747 堀口　敬
研-18 　　　　　   Ｅ310

VI-001～007 栗木 実 VI-008～014 斎藤 正幸 VI-015～021 高松 伸行 VI-022～030 木村 定雄 VI-031～038 清水 満 VI-039～045 岡留 孝一 VI-046～054 小西 真治 VI-055～061 粥川 幸司 VI-062～070 片岡 希誉司 VI-071～077 守屋 洋一

VI-078～086 小西 康人 VI-087～094 齋藤 隆 VI-095～102 須田 久美子 VI-103～111 山縣 琢己 VI-112～120 浅沼 潔 VI-121～128 岩井 孝幸 VI-129～136 近藤 悦郎 VI-137～145 大江 慎一 VI-146～152 西垣 和弘 VI-153～159 白砂 健
地震工学委員会

VI-160～168 木梨 秀雄 VI-169～176 重田 佳幸 VI-177～184 土門 剛 VI-185～193 山田 浩幸 研-19 　　　　　   Ｎ2 VI-194～201 太田 裕之 VI-202～210 伊藤 哲男 VI-211～219 安田 敏夫 VI-220～227 岡野 法之 VI-228～235 江渡 正満 VI-236～243 松田　敏

VI-244～251 角 哲也 VI-252～258 入矢 桂史郎 VI-259～264 溝淵 利明 VI-265～270 河野 重行 VI-271～279 廣長 周治 VI-280～286 柄 登志彦 VI-287～294 中村 秀明 VI-295～301 川崎 廣貴 VI-302～310 三浦 悟 VI-311～317 金倉 隆志

VI-318～324 伊藤 浩二 VI-325～331 東江 隆夫 VI-332～338 黒田 一郎 VI-339～347 上原 匠 原子力土木委員会 VI-348～356 青木 茂 VI-357～365 松崎 勝 VI-366～373 原田 光男 VI-374～382 町田 文孝 VI-383～390 内山 伸
研-20 　　　　　   Ｓ2

VI-391～398 大津 宏康 VI-399～406 豊福 俊泰 VI-407～414 松井 健一 VI-415～423 三輪 晴文 VI-424～430 菊池 英明 VI-431～437 鎌田 文男 VI-438～446 深川　良一 VI-447～455 長峯 洋 VI-456～462 鳥井原 誠 VI-463～470 川端 淳一

VII-001～007 米村 惣太郎 VII-008～015 藤原　宣夫 VII-016～021 岡村 俊邦 VII-022～027 伊藤 武美 VII-028～033 中津川 誠 VII-034～040 笹谷 康之 VII-041～047 関根 雅彦 VII-048～054 萱場 祐一 VII-055～060 河原 長美 VII-061～065 原沢 英夫

どうなる・どうする土木技術
者　―成熟社会にむけて―

水理委員会・環境システム
委員会・環境工学委員会

欧州規格ENに如何に対応
すべきか  　　－ユーロコー
ドからISO規格への対応－

わが国の地盤環境保全の
あり方　－21世紀初頭を迎
えて－

東海、東南海、南海地震
必ずくる巨大地震に我々は
どう対処するか

土木のナショナル・センター
を考える－神戸土木博物館
（仮称）計画－

　
学
生
交
流
会
 
 
 
会
場
：
北
海
道
大
学
　
食
堂

「
は
る
に
れ

」
　
　
時
間
：
1
9
時
0
0
分
～

2
1
時
0
0
分
　
　
参
加
費
：
２
0
0
0
円

土木・建築・都市のデザ
イン融合に向けて

コンサルタント進化論－そ
の立場と役割・使命の変化
－

東アジアの都市交通環境改
善Improvement of Urban
Transportation Environment

凍結融解

数値解析

地球環境委員会／環境システム
委員会／環境工学委員会

全
体
討
論
会
(
1
6
時
0
0
分
～

1
7
時
4
5
分

）
「
自
然
環
境
共
生
イ
ン
フ
ラ

」
―

グ
ロ
ー

バ
ル
に
考
え
ロ
ー

カ
ル
か
ら
の
行
動
を
―

日本のインフラ事業におけ
るPFI導入の課題と展望

交
流
会
　
　
会
場
：
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー

オ
ー

タ
ニ
札
幌

「
鶴
の
間

」
　
　
時
間
：
1
8
時
3
0
分
～

2
0
時
0
0
分
　
　
参
加
費
：
6
0
0
0
円

橋梁

ＧＩＳ

土留めおよび基礎

リモートセンシング・GPS

特殊構造物

知的情報処理

新材料・新素材

建設ＣＡＬＳ

技術開発（1）

情報化施工（1）

技術開発（2）

情報化施工（2）

岸
土
木
学
会
長
講
演
・
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
(
1
3
時
3
0
分
～

1
5
時
4
5
分

）

フレッシュコンクリート（1）

防食

ひび割れ（1）

混和材料（2）

温度応力

ひび割れ（2）

混和材料（3）

破壊力学

フレッシュコンクリート（2）施工（1）

耐久性（4）

プレストレストコンクリート（2）

高流動コンクリート（2）

耐久性（2）

合成・複合構造（2）

施工（2）

耐久性（3）

プレストレストコンクリート（1）

高流動コンクリート（1）

PI・合意形成

材料一般 特殊舗装材料

非破壊検査・診断（3）

リサイクル（3） リサイクル（5）

住民参加・住民意識 TDM 鉄道工学（11）交通分布・ネットワーク交通発生 交通手段分担（1） 交通手段分担（2）

現場計測（1）

路床・路盤

試験法・調査法（2）

透水・浸透（2）

試験法・調査法（3）

透水・浸透（3）

バス

現場計測（2）

締固め（1）

土の物理化学的性質

地盤環境（2）

フィルダム

地盤環境（3）

地震防災（2）

断層変位の対策

環境振動

地震防災（3）

構造同定

震源特性・強震動予測

橋梁一般(測定)（2）

床版（2）

地盤振動(一般)

地震防災（1）

耐震設計法

地震動(震源特性）

地中構造物の耐震（4）・ライフライン

地震応答解析

地盤振動(解析)(2)

橋梁一般(測定)（1）

床版（1）

地盤振動(非線形)

コンクリート構造物の環境
設計 ―　技術革新への挑
戦―

深地層における軟岩の
調査・試験法と水理・力
学モデル

地中構造物の耐震（2）

耐震補強

地盤振動(観測)(2)

地中構造物の耐震（3）

動的応答解析法

地盤振動(解析)(1)

Ｉ

V-9

V-10

地中構造物の耐震（1）

ダム＆地上タンク

地盤振動(観測)(1)

試験法・調査法（1）

透水・浸透（1）

耐久性（1）

合成・複合構造（1）

Ｖ

ＩＩ

ＩＩＩ

月日

検査技術・診断（4）

地盤改良

水環境（1）

繊維補強コンクリート（2）

シールドトンネル（10）

施工計画（2）

建設環境

付着・継手

連続繊維補強コンクリート（4）

意識調査

リスク分析

公共交通

舗装の路面評価（4）

鉄道工学（13）

杭（5）

景観デザイン

鉄道工学（10）

現場計測（3）

締固め（2）

圧縮・圧密（3）

安全性・信頼性/施工機械

土質安定処理・地盤改良（10）

凍結・凍土

湖沼・閉鎖水域の水理・水質現象（2

数値流体力学

リアルタイム地震工学

リニューアル（4）

流域環境・水辺環境計画・管理

構造景観

鋼製アーチ橋の耐震性

鋼製ダンパー

診断・補修・補強（3）

合成構造（10）

免震支承の特性

耐風・風工学（10）

土木学会技術者資格委員
会 継続教育実施委員会

森林・植生 環境保全 地域環境計画・管理，環境意識 生態工学

動き出した土木学会技術者
資格制度と継続教育制度

検査技術・診断（2） 検査技術・診断（3）山岳トンネル（6）

VII-1 Ｓ8
緑化（1） 緑化（2） 環境モニタリング・生態系モニタリング 環境創造/ビオトープ

港湾・海洋（2）

山岳トンネル（1） 山岳トンネル（2）

施工技術（2） 測量・計測（1）

検査技術・診断（1）山岳トンネル（3） 山岳トンネル（4） 山岳トンネル（5）

放射性廃棄物処分にお
ける今後の展開VI-4 Ｅ318

ダム（1） ダム（2）

Ｅ
棟
２
・
３
階
Ｅ319

Ｅ202

Ｅ301

Ｅ302

Ｅ303

測量・計測（2） 測量・計測（3）

建設マネジメント（2）

港湾・海洋（1）

建設マネジメント（1）

ダム（3） 開削トンネル 施工技術（1）

港湾・海洋（3）

建設マネジメント（3）

リニューアル（5） リニューアル（6） 施工計画（1）

シールドトンネル（7） シールドトンネル（8） シールドトンネル（9）

リニューアル（3）

シールドトンネル（3） シールドトンネル（4） シールドトンネル（5）シールドトンネル（1） シールドトンネル（2）

リニューアル（1） リニューアル（2）地下構造物（1） 地下構造物（2）

吹付コンクリート（2） 繊維補強コンクリート（1）

シールドトンネル（6）

腐食（1）

クリープ・収縮（1）

フレッシュコンクリート（3）

腐食（2）

クリープ・収縮（2）

混和材料（1）

アルカリ骨材反応

骨材

V-7 Ｃ15
舗装の構造評価（1） 舗装の構造評価（2） 舗装の構造評価（3） 路盤・舗装用粒状材料 物性（1） 物性（2） 吹付コンクリート（1）

軽量コンクリート（1）コンクリート製品

補修・補強（3）

軽量コンクリート（2）

耐震(1) 耐震(2) 耐震(3)

セメント系舗装

補修・補強（1） 補修・補強（2）

リサイクル（6）

V-6 Ｃ11
特殊コンクリート（1） 特殊コンクリート（2）

維持管理（1） 維持管理（2） 維持管理（3）

補修・補強（4） 補修・補強（5） 新素材・新材料 連続繊維補強コンクリート（1） 連続繊維補強コンクリート（2） 連続繊維補強コンクリート（3）

リサイクル（4）

V-3 Ｂ21
非破壊検査・診断（1） 非破壊検査・診断（2）

V-4 Ｂ31
リサイクル（1） リサイクル（2）

非破壊検査・診断（8）

耐震(4) 耐震(5) 耐震(6)

非破壊検査・診断（4） 非破壊検査・診断（5） 非破壊検査・診断（6） 非破壊検査・診断（7）

アスファルト材料（2）舗装一般（4） アスファルト材料（1）

せん断・ねじり（3）せん断・ねじり（1） せん断・ねじり（2）

舗装の路面評価（3）

公共交通ネットワーク評価 交通サービス評価

舗装の路面評価（1） 舗装の路面評価（2）

鉄道工学（12）

駅前広場・駐車場 調査 情報

V-1 Ｂ11
舗装一般（1） 舗装一般（2） 舗装一般（3）

交通事故（3）
IV-5

プロジェクト評価プロジェクトマネジメント

歩行者 自転車 バリアフリー

地域・都市計画（2）

鉄道工学（3）鉄道工学（1） 鉄道工学（2）

交通事故（1） 交通事故（2）

社会経済評価

観光・余暇計画 交通制御空港・港湾・物流地域・都市計画（1）

自然と共生する流域圏と都市再
生のための学術・技術のあり方

道路工学

交通環境 測量・リモートセンシング（1） 測量・リモートセンシング（2） 災害（防災・支援） 災害（行動） 災害（リスク他）

土地利用計画 物流施設 交通流

鉄道工学（8） 鉄道工学（9）

高齢者・障害者交通 交通配分 土木史（1）

鉄道工学（4） 鉄道工学（5） 鉄道工学（6） 鉄道工学（7）

経済縮小・人口減少時
代の国土･都市・社会資
本整備計画論

支持力（1） 支持力（2）

景観調査分析（2）土木史（2）/景観評価（1） 景観評価（2）/景観調査分析（1）

杭（4）

試験法・調査法（4）

透水・浸透（4）

試験法・調査法（5）

地盤環境（1）

杭（1）

地盤の動的性質（7） 土の動的性質（1） 土の動的性質（2）

杭（2） 杭（3）

地盤の動的性質（4） 地盤の動的性質（5） 地盤の動的性質（6）

III-9 Ｅ215
基礎工（1） 基礎工（2） 基礎工（3）

地盤の動的性質（3）
III-8

岩の工学的性質（2）

トンネル（2） トンネル（3）

斜面安定（3）

砂の変形強度（3）

Ｅ207
トンネル（1）

地盤の動的性質（1） 地盤の動的性質（2）

岩の工学的性質（1）
Ｅ211

岩の性質

III-6 Ｅ210
斜面安定（1） 補強土（1）斜面安定（6）斜面安定（2） 補強土（2） 補強土（3）

岩盤評価 数値解析（1） 数値解析（2） 地盤の応力と変形（1） 地盤の応力と変形（2） 地盤の応力と変形（3）

斜面安定（4） 斜面安定（5）

III-5 Ｅ208
砂の変形強度（1） 砂の変形強度（2）

トンネル（9）

粘土の変形強度（1） 粘土の変形強度（2） 粘土の変形強度（3） 特殊土 圧縮・圧密（1） 圧縮・圧密（2）

トンネル（4）

市民と地域の近代土木遺
産の保存について　―共に
考えよう！利活用

シールド（3） シールド（4）

トンネル（6）　

地下空洞と地下構造物（3）

トンネル（5）　

地下空洞と地下構造物（1） 地下空洞と地下構造物（2）シールド（5）

トンネル（7） トンネル（8）

掘削 土留め（1） 土留め（2）流動化処理土

III-3 Ｅ206
土圧 シールド（1）

Ｅ
棟
２
階

Ｅ214

III-10

III-11

III-4

III-7

シールド（2）

土質安定処理・地盤改良（7） 土質安定処理・地盤改良（8） 土質安定処理・地盤改良（9）

土質安定処理・地盤改良（13） 土質安定処理・地盤改良（14） 土質安定処理・地盤改良（15）

土質安定処理・地盤改良（3） 土質安定処理・地盤改良（4） 土質安定処理・地盤改良（5） 土質安定処理・地盤改良（6）
III-1 Ｅ204

土質安定処理・地盤改良（1） 土質安定処理・地盤改良（2） 有珠山に見る災害対策での
情報共有と連携について

III-2 Ｅ205
土質安定処理・地盤改良（11） 土質安定処理・地盤改良（12）

流出解析 都市水防災（1） 都市水防災（2）

流路・河床形態（1） 流路・河床形態（2） 流路・河床変動

II-4 Ｓ6
水文統計・スケール効果 水資源/降水過程 大気・陸面相互作用 地下水・土壌水

湖沼・閉鎖水域の水理・水質現象（1

II-3 Ｓ5
水理計測・水文観測 水系土砂管理、土砂の生産・流出

Ｓ
棟 流砂（1） 流砂（2） 植生水理 河道の水理

海岸・港湾施設（3）

II-2 Ｓ4
管路の水理 開水路の水理 水理構造物（1） 水理構造物（2）・河川工法と水理 構造物周辺の流れ・洗掘 河口の水理・水質現象 河川湖沼環境（1）

橋梁一般(設計)（9）

II-1 Ｓ3
波動・砕波・沿岸流 高潮・津波 漂砂・底泥・海浜地形 沿岸域の水質・生態系 海水流動 海岸・港湾施設（1）

橋梁一般(設計)（4） 橋梁一般(設計)（5） 橋梁一般(設計)（6） 橋梁一般(設計)（7）

鋼製ラーメン橋脚の耐震性

Ｅ308
合成構造（1） 合成構造（2） 合成構造（3）

橋梁振動（理論）（1） 橋梁振動（理論）（2）

技術者教育に向けた、高校
から大学院および企業の役
割と連携

橋梁一般(設計)（2）

耐風・風工学（1） 耐風・風工学（2）

橋梁一般(設計)（3）

橋梁振動(実験・測定）（1）

耐風・風工学（3）

橋梁一般(設計)（1）

耐風・風工学（9）

橋梁振動(実験・測定）（2） 橋梁振動(実験・測定）（3） 橋梁振動(実験・測定）（4） 振動制御（1） 振動制御（2） 振動

耐風・風工学（4） 耐風・風工学（5） 耐風・風工学（6）

橋梁の耐震設計 免震設計

合成構造（7） 合成構造（8）

構造要素の実験 橋梁の地震応答解析（1） 橋梁の地震応答解析（2） 落橋防止構造

合成構造（6）合成構造（4） 合成構造（5） 合成構造（9）

持続可能社会基盤へのパ
ラダイム―メインテナンス工
学の挑戦―

維持管理（6）維持管理（3） 維持管理（4） 維持管理（5） 診断・補修・補強（2）

基礎の耐震（解析） 基礎の耐震（実験・観測） 最適設計

維持管理（7） 診断・補修・補強（1）

継手（3）

I-3 Ｅ306
橋梁一般(施工) 疲労（1） 疲労（2） 疲労（3） 力学一般 板・シェル・薄肉構造

地球温暖化に関わるＣＤＭ/JI事
業の展開における土木の役割と

可能性

計算力学（3）
Ｅ304I-1

I-2 Ｅ305
衝撃（解析）（1） 衝撃（解析）（2） 衝撃（実験）（1） 衝撃（実験）（2） 非破壊評価・逆解析（1）

計算力学（2）特
別
講
演
会
・
全
体
討
論
会
　
会
場
：
札
幌
市
民
会
館
(
大
ホ
ー

ル
)
　
時
間
：

非破壊評価・逆解析（2） 継手（1） 継手（2）

耐風・風工学（7） 耐風・風工学（8）

橋梁一般(設計)（8）

海岸・港湾施設（2）

河川湖沼環境（2）・水界の生物

座屈・耐荷力（4） 震害・ライフライン 安全性・信頼性 計算力学（1）
8:45～10:15 10:30～12:00 8:45～10:15

９月２７日（金）９月２６日（木）
10:30～12:00 13:00～14:30 14:45～16:15
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VII-066～073 松本 亨 VII-074～079 藤田 壮 VII-080～086 田村　英寿 VII-087～093 荒巻 俊也 研-21 　　　　　   Ｅ311 VII-094～100 片谷 教孝 VII-101～109 今村 聡 VII-110～116 今岡 務 VII-117～125 松藤 敏彦 VII-126～131 森下 兼年 VII-132～140 平野 文昭

VII-141～147 今野 弘 VII-148～154 後藤 光亀 VII-155～160 西村 修 VII-161～168 津野 洋 VII-169～175 岡部　聡 VII-176～181 福士 謙介 VII-182～187 大瀧 雅寛 VII-188～194 池本 良子 VII-195～201 島岡 隆行

VII-202～208 高崎 みつる VII-209～216 福島 武彦 VII-217～223 海田 輝之 VII-224～231 松下 拓 構造工学委員会　立体横断施 VII-232～239 井上 隆信 VII-240～246 中村 由行 VII-247～253 古賀 憲一 VII-254～260 橘　治国 VII-261～268 伊藤 禎彦
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VII-269～277 長谷部 正基 VII-278～284 大橋 晶良 VII-285～291 清水 芳久 VII-292～298 上月 康則 VII-299～304 米田　稔 VII-305～310 石橋 良信 VII-311～317 福士 憲一 VII-318～325 片山 新太 VII-326～331 江種 伸之

CS4-001～008 秋元 礼子 CS4-009～016 堀川 都志雄 CS4-017～024 街道 浩 CS4-025～032 佐藤 辰巳 CS4-033～040 川畑 篤敬 CS4-041～048 久保 圭吾 CS4-049～056 関口 幹夫 CS4-057～064 河西 龍彦
土木史研究委員会

CS7-001～008 野村 卓史 CS7-009～016 西村 直志 CS7-017～024 樫山 和男 CS7-025～032 寺田 賢二郎 CS3-001～008 藤原 章正 CS3-009～017 大島 一哉 CS9-001～007 ELLEN WANG CS8-001～004 柳内 龍二 CS8-005～009 河野 重行
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CS1　地下空間の多角的利用　　　　CS2　土木分野におけるデジタル画像の利用と可能性　　　　CS3　土木教育技術  －国際的に通用する技術者の育成に向けて－　　　　CS４　道路橋床版　　　　CS５　プロジェクトマネジメント（PM）　　　　CS６　火山工学　　　　CS７　計算力学　　　　CS８　Urban Development and Road, Railway　 Transportation
CS９　Construction and Management in International Projects　　　　CS10 放射性廃棄物の処分技術
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SS1 50年後の国づくりに向けて
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-古くて新しい土木の情報イ
ンフラ整備-

ユニバーサルデザインは進
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CS2 土木分野におけるデジタル画像
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土壌・地下水汚染（3） 土壌・地下水汚染（4）
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CS6 火山工学 CS2 土木分野におけるデジタル画像

CS3 土木教育技術（2）

CS1 地下空間の多角的利用（2） CS1 地下空間の多角的利用（3） CS5 プロジェクトマネジメント（PM）(1

CS７ 計算力学（3） CS７ 計算力学（4） CS3 土木教育技術（1） 
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